
上空から見た久慈白糖工場跡（赤丸付近）周辺上空から見た久慈白糖工場跡（赤丸付近）周辺

　黒糖の生産は，江戸時代を通じて薩摩藩の重要な財源でした。ところが，幕末期　黒糖の生産は，江戸時代を通じて薩摩藩の重要な財源でした。ところが，幕末期に
こくとうこくとう

黒糖の価格が下落し，の価格が下落し，

藩は経済的な打撃を受けます。この状況を改善するため，藩は黒糖生産の中心地であった奄美大島に藩は経済的な打撃を受けます。この状況を改善するため，藩は黒糖生産の中心地であった奄美大島に「
はくとうはくとう

白糖

工場」の建設を計画し工場」の建設を計画し，
 く  じ く  じ

久慈（
 せ  と うちちょう せ  と うちちょう

瀬戸瀬戸内町）のほか）のほか，
かね くかね く

金久（
あま み  し  な  ぜあま み  し  な  ぜ

奄美市名奄美市名瀬）・
 せ どめ せ どめ

瀬留（
たつごうちょうたつごうちょう

龍郷龍郷町）・
 す  こ す  こ

須古（
 う けんそん う けんそん

宇検宇検村）

の４か所を選定します。これらの施設は，建材に輸の４か所を選定します。これらの施設は，建材に輸入
れん がれん が

煉瓦やトタンやトタン・
ぎょうかいがんきりいしぎょうかいがんきりいし

凝 灰凝 灰岩切岩切石等を使用し，蒸気機関によるを使用し，蒸気機関による

洋式機械を導入するなど，当時としては最先端のものでし洋式機械を導入するなど，当時としては最先端のものでし

た。なかでも久慈の工場は，煙突７本・建物の規模がた。なかでも久慈の工場は，煙突７本・建物の規模が

90ｍ×27ｍ（２階建）とい90ｍ×27ｍ（２階建）という
 い よう い よう

威容を
ほこほこ

誇る大規模なものでる大規模なもので

あったといわれています。あったといわれています。 （２ページに関連記事）
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